
は
じ
め
に

本
書
は
国
際
関
係
論
・
政
治
社
会
学
を
専
門
に
す
る
土
佐
弘
之
に
よ
る
良
作

で
あ
る
。
『
ア
ナ
ー
キ
カ
ル
・
ガ
ヴ
ァ
ナ
ン
ス—

批
判
的
国
際
政
治
論
の
新

展
開
』
（
御
茶
ノ
水
書
房
、
二
〇
〇
六
年
）
と
い
う
過
去
の
作
品
の
タ
イ
ト
ル
か

ら
お
分
か
り
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、
土
佐
弘
之
の
志
向
性
は
、
国
際
関
係
論
・

政
治
社
会
論
そ
れ
自
体
を
批
判
的
に
捉
え
る
と
こ
ろ
に
あ
り
、
そ
こ
に
主
た
る

眼
目
が
あ
る
と
い
え
よ
う
。

そ
れ
は
、
逆
に
い
え
ば
、
そ
う
し
た
学
問
分
野
全
体
が
臨
床
的
か
つ
現
実
追

認
中
心
主
義
的
に
な
り
、
批
判
的
思
考
を
喪
失
し
て
い
る
こ
と
の
表
れ
な
の
か

も
し
れ
な
い
が
、
評
者
の
専
門
は
あ
く
ま
で
日
本
近
現
代
史
・
思
想
史
な
の
で
、

そ
う
し
た
こ
と
に
は
こ
れ
以
上
立
ち
入
る
べ
き
で
は
な
い
し
、
立
ち
入
ら
な
い

こ
と
と
す
る
。　

さ
て
、
書
評
論
文
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
次
に
評
者
の
自
己
紹
介
を
は

じ
め
る
こ
と
に
、
親
愛
な
る
読
者
諸
氏
の
ご
寛
容
を
求
め
る
次
第
で
あ
る
。
評

者
は
先
述
し
た
と
お
り
、
日
本
近
現
代
史
・
思
想
史
を
専
攻
し
て
い
る
も
の
だ

が
、
デ
ビ
ュ
ー
作
は
「
二
つ
の
ダ
ー
ウ
ィ
ニ
ズ
ム
、
二
つ
の
ア
ジ
ア
観—

明

治
一
〇
年
代
の
言
説
空
間
の
ア
ポ
リ
ア
と
エ
ク
ソ
ダ
ス—

」
と★

題
1

し
た
も
の

で
、
そ
れ
は
明
治
一
〇
年
代
に
爆
発
的
に
流
行
し
た
社
会
ダ
ー
ウ
ィ
ニ
ズ
ム
を

二
つ
の
ダ
ー
ウ
ィ
ニ
ズ
ム
（
「
強
者
必
勝
・
弱
者
必
敗
」
型
と
「
弱
者
進
化
型
」
の

「
日
本
版
」
ダ
ー
ウ
ィ
ニ
ズ
ム
）
に
分
割
し
て
定
義
し
、
そ
れ
ら
の
い
ず
れ
も
が

脱
亜
論
と
興
亜
論
と
に
円
滑
に
接
続
し
、
帝
国
日
本
の
膨
張
主
義
を
言
説
か
ら

具
体
的
な
権
力
関
係
を
構
成
す
る
も
の
と
し
て
、
証
明
し
た
も
の
で
あ
る
。
更

に
い
え
ば
、
そ
う
し
た
言
説
空
間
の
総
体
は
共
同
体
空
間
と
し
て
の
日
本
を
観

念
か
ら
現
実
へ
と
構
成
し
た
と
い
う
の
が
、
拙
論
の
眼
目
で
も
あ
る
。
そ
し
て
、

そ
う
し
た
構
成
主
義
的
権
力
か
ら
逸
脱
す
る
た
め
に
、
植
木
枝
盛
の
思
想
を
社

会
ダ
ー
ウ
ィ
ニ
ズ
ム
に
よ
っ
て
可
能
性
が
証
明
さ
れ
る
世
界
政
府
論
、
す
な
わ
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ち
、
コ
ス
モ
ポ
リ
タ
ニ
ズ
ム
と
し
て
積
極
的
に
意
義
づ
け
る
も
の
で
あ
っ
た
。

そ
う
し
た
こ
と
を
ご
説
明
申
し
上
げ
れ
ば
、
評
者
が
本
書
に
つ
い
て
論
じ
る

こ
と
は
、
決
し
て
不
当
な
出
来
事
で
は
な
い
こ
と
は
、
親
愛
な
る
読
者
諸
氏
に

は
、
あ
る
程
度
ご
理
解
い
た
だ
け
る
で
あ
ろ
う
と
硬
く
信
じ
る
。
そ
の
上
で
、

ま
ず
、
本
書
の
構
成
に
沿
っ
て
、
本
書
に
つ
い
て
論
じ
て
い
く
こ
と
と
す
る
。

一　

本
書
の
構
成

本
書
は
、以
下
の
よ
う
な
部
・
章
立
て
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る（
節
省
略
）。

序　

動
物
化
を
昂
進
す
る
グ
ロ
ー
バ
ル
内
戦
と
そ
の
メ
タ
・
ポ
リ
テ
ィ
ク
ス

第
Ⅰ
部　

政
治
的
暴
力
の
現
代
的
位
相

Ⅰ　

ポ
ス
ト
世
俗
化
時
代
に
お
け
る
原
理
主
義
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
・

ポ
リ
テ
ィ
ク
ス

Ⅱ　

Ｇ
ゼ
ロ
時
代
の
ユ
ー
ラ
シ
ア
に
お
け
る
文
明
圏
域
の
思
想—

動
員
さ

れ
る
ジ
オ
ボ
デ
ィ
・
ポ
リ
テ
ィ
ク
ス—

Ⅲ　

ク
ロ
ノ
ト
ポ
ス
の
政
治
的
変
容—

四
千
年
文
明
国
家
と
百
年
国
恥
地

図—

Ⅳ　

方
法
と
し
て
の
チ
ベ
ッ
ト

Ⅴ　

否
認
の
政
治
と
窪
地
か
ら
の
声—

マ
ス
キ
ュ
リ
ニ
テ
ィ
の
危
機
と
の

関
連
で—

Ⅵ　

現
実
を
切
り
捨
て
る
「
現
実
主
義
」—

マ
ス
キ
ュ
リ
ニ
テ
ィ
の
再
編

と
の
連
関—

第
Ⅱ
部　

「
周
辺
化
さ
れ
た
現
実
」
か
ら
「
理
想
の
力
」
へ

Ⅶ　

ジ
オ
ボ
デ
ィ
・
ポ
リ
テ
ィ
ク
ス
の
超
克

Ⅷ　

「
〈
非
国-

民
〉
の
思
想
」
潜
勢
力—

詩
的
想
像
力
・
再
考—

Ⅸ　

交
差
す
る
ラ
イ
ン
を
超
え
て—

人
権
ギ
ャ
ッ
プ
縮
小
を
志
向
す
る
政

治—

Ⅹ　

「
戦
後
か
つ
戦
中
」
に
お
け
る
脱
セ
キ
ュ
リ
タ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
可
能

性—

国
連
安
保
理
決
議
一
三
二
五
を
め
ぐ
る
問
題
か
ら
考
え
る—

Ⅺ　

脆
い
生
を
ケ
ア
す
る
論
理—

下
か
ら
の
平
和
な
関
係
性
の
構
築—

Ⅻ　

方
法
と
し
て
の
ゾ
ミ
ア—

リ
ヴ
ァ
イ
ア
サ
ン
を
内
破
す
る
野
生
の
デ

モ
ク
ラ
シ
ー—

あ
と
が
き
に
か
え
て—

過
剰
な
安
全
保
障
国
家
化
と
い
う
問
題
に
つ
い
て—

一
覧
し
て
い
た
だ
い
て
お
分
か
り
の
通
り
、
本
書
は
、
著
者
の
問
題
意
識
と

文
学
的
セ
ン
ス
を
感
じ
る
構
成
を
取
っ
て
お
り
、
表
題
も
非
常
に
適
切
で
あ
る

と
い
う
こ
と
が
分
か
る
。
書
評
論
文
と
し
て
は
や
や
遅
き
に
失
し
つ
つ
あ
る
こ

と
は
否
め
な
い
が
、
一
般
的
に
は
、
二
度
読
む
価
値
の
な
い
も
の
は
一
度
読
む

価
値
も
な
い
。
と
い
わ
れ
る
が
、
本
書
は
何
度
で
も
再
訪
の
価
値
の
あ
る
も
の

で
あ
る
。
そ
の
こ
と
を
よ
り
明
瞭
に
す
る
た
め
に
、
以
下
か
ら
本
書
の
構
成
に

従
っ
て
、
内
容
と
達
成
点
と
を
紹
介
し
て
み
た
い
。

二　

内
容
と
達
成
点
に
つ
い
て

ま
ず
序
で
は
、
と
り
わ
け
９
１
１
テ
ロ
事
件
以
降
の
一
連
の
世
界
的
な
戦
争

状
態
に
つ
い
て
、
主
権
国
家
体
制
に
お
け
る
非
国
家
主
体
に
よ
る
テ
ロ
を
「
動
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Review

物
化
」（
本
書
一
頁
。
以
下
、
本
書
の
ペ
ー
ジ
数
を
示
す
）
／
「
人
狼
化
」（
一
〇
頁
）

す
る
ガ
ヴ
ァ
ナ
ン
ス
と
し
て
位
置
づ
け
、
そ
れ
を
既
存
の
批
判
的
思
想
や
具
体

的
な
諸
実
践
と
ど
う
関
係
づ
け
る
か
と
い
う
こ
と
に
主
要
な
力
点
が
置
か
れ
る

こ
と
が
宣
言
さ
れ
る
。

Ⅰ
で
は
宗
教
が
完
全
に
世
俗
化
し
た
時
代
と
し
て
現
代
を
定
義
し
、
特
に

フ
ラ
ン
ス
で
の
シ
ャ
ル
リ
・
エ
ル
ド
事
件
に
焦
点
を
当
て
て
、
ア
メ
リ
カ
が

主イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ヴ

導
権
を
握
る
「
対
テ
ロ
戦
争
」
の
現
状
に
警
鐘
を
鳴
ら
す
（
二
〇
〜
二
一
頁
）
。

一
方
で
、
「
原
理
主
義
の
ブ
ロ
ー
バ
ッ
ク
」
と
い
う
現
象
に
も
着
目
し
、
「
再
魔

術
化
な
い
し
は
脱
世
俗
化
」
す
る
現
代
の
現
象
に
つ
い
て
も
注
意
を
喚
起
し
て

い
る
。
す
な
わ
ち
、
東
南
ア
ジ
ア
か
ら
サ
ハ
ラ
砂
漠
に
か
け
て
の
広
い
ム
ス
リ

ム
社
会
の
現
状
に
つ
い
て
着
目
し
て
い
る
わ
け
で
、
そ
の
意
味
に
お
い
て
、
本

書
は
つ
ね
に-

す
で
に
世
界
史
的
な
視
野
を
包
含
し
て
い
る
。　

Ⅱ
は
、
「
ア
メ
リ
カ
単
独
覇
権
（
ワ
シ
ン
ト
ン
・
コ
ン
セ
ン
サ
ス
全
盛
期
）
」
を

喪
失
し
た
現
代
国
際
社
会
を
「
多
極
的
な
求
心
力
を
失
っ
た
混
沌
と
し
た
」
も

の
と
し
て
把
握
し
つ
つ
（
三
八
頁
）
、
サ
ミ
ュ
エ
ル
・
ハ
ン
テ
ィ
ン
ト
ン
の
「
文

明
の
衝
突
」
論
を
「
本
質
主
義
論
的
な
誤
謬
」
と
し
な
が
ら
も
、
「
過
度
に
単

純
な
図
式
ゆ
え
に
」
、
「
パ
ワ
ー
・
ゲ
ー
ム
を
演
出
す
る
際
の
小
道
具
と
し
て
有

用
に
な
っ
て
き
て
い
る
」
（
三
九
頁
）
と
し
て
、
一
定
の
評
価
を
与
え
て
い
る
。

何
か
と
自リ

ベ
ラ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
イ
デ
オ
ロ
ー
グ

由
主
義
的
知
識
人
た
ち
の
批
判
の
的
に
な
っ
て
き
た
「
文
明
の
衝
突
」

論
へ
の
こ
う
し
た
評
価
は
、
賛
否
両
論
を
呼
ぶ
か
も
し
れ
な
い
が
、
評
者
は
積

極
的
に
評
価
し
た
い
。
更
に
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
東
部
の
「
未
承
認
国
家
」
問
題
に

つ
い
て
も
言
及
し
（
四
五
頁
）
、「
移
行
パ
ラ
ダ
イ
ム
の
終
焉
か
ら
静
か
な
冷
戦
」

が
始
ま
り
つ
つ
あ
る
こ
と
に
読
者
の
注
意
を
喚
起
す
る
。

Ⅲ
で
は
、
ア
メ
リ
カ
大
陸
「
発
見
」
を
鄭
和
が
な
し
て
い
た
と
い
う

二
〇
〇
五
年
六
月
一
二
日
付
け
の
『
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
タ
イ
ム
ズ
』
紙
な
ど
の

記
事
に
つ
い
て
ま
ず
言
及
し
（
六
〇
頁
）
、
現
在
、
海
洋
覇
権
国
家
と
し
て
勃

興
し
つ
つ
あ
る
中
国
の
領
土
問
題
に
つ
い
て
論
じ
る
（
六
六
頁
）
。
中
国
問
題

に
つ
い
て
も
、
三
品
秀
憲★

や2

石
井
知
章★

、3

梶
谷
懐★

な4

ど
の
少
数
の
例
外
的
論
者

を
除
け
ば
、
だ
い
た
い
の
日
本
の
自リ

ベ
ラ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
イ
デ
オ
ロ
ー
グ

由
主
義
的
知
識
人
た
ち
は
積
極
的
な
議
論

を
控
え
て
い
る
と
評
者
は
考
え
る
。
そ
れ
は
、
右
派
的
な
歴リ

ヴ

ィ

ジ

ョ

ナ

リ

ズ

ム

史
修
正
主
義
へ
の

カ
ウ
ン
タ
ー
や
ア
ゲ
イ
ン
ス
ト
で
も
あ
る
だ
ろ
う
が
、
実
質
的
に
は
、
中
国
へ

の
黙
認
を
帰
結
し
て
は
い
ま
い
か
。
普
遍
主
義
的
か
つ
人
道
主
義
的
な
観
点
か

ら
立
論
し
た
著
者
の
議
論
を
、
評
者
は
果
敢
な
る
勇
気
と
し
て
高
く
評
価
し
た

い
。Ⅳ

は
、
タ
イ
ト
ル
通
り
、
チ
ベ
ッ
ト
問
題
が
主
題
を
構
成
し
て
い
る
。
Ⅲ
同

様
に
中
国
の
覇
権
主
義
の
問
題
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
の
だ
が
、
興
味
深
い

の
は
竹
内
好
が
行
っ
た
講
演
「
方
法
と
し
て
の
ア
ジ
ア
」
に
触
れ
つ
つ
、
中
国

を
中
心
と
す
る
商
業
資
本
主
義
（
市
場
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）
が
ポ
ス
ト
・
フ
ォ
ー

デ
ィ
ズ
ム
時
代
に
入
っ
て
全
面
開
化
し
、
欧
米
の
産
業
資
本
主
義
に
取
っ
て
か

わ
り
つ
つ
あ
る
」
（
八
二
頁
）
こ
と
を
予
見
し
た
点
で
あ
る
。
そ
れ
と
同
時
に

特
筆
す
べ
き
は
、「
抗
議
運
動
の
盛
衰
と
変
容
」
（
八
六
頁
）
に
言
及
し
な
が
ら
、

「
国
際
社
会
」
の
あ
り
方
と
問
い
直
し
（
八
九
頁
）
、
系
譜
学
的
思
考
に
基
づ
い

て
チ
ベ
ッ
ト
論
を
展
開
し
た
点
に
こ
そ
あ
る
。

Ⅴ
で
は
、
「
否
認
の
政
治
」
と
い
う
テ
ー
マ
に
つ
い
て
が
、
中
心
的
な
論
題

と
な
り
、
大
江
健
三
郎
の
『
沖
縄
ノ
ー
ト
』
に
触
発
さ
れ
な
が
ら
、
旧
日
本
帝

国
軍
に
よ
る
強
制
自
決
問
題
に
つ
い
て
の
歴
史
的
な
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
を
提
示
す
る
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（
九
六
〜
九
頁
）
。
さ
ら
に
、
上
野
千
鶴
子
ら
に
よ
る
江
藤
淳
・
小
島
信
夫
論
に

つ
い
て
言
及
し
、
「
マ
ス
キ
ュ
リ
ニ
テ
ィ
の
危
機
」
、
す
な
わ
ち
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー

論
に
関
す
る
「
バ
ッ
ク
ラ
ッ
シ
ュ
の
動
き
と
言
わ
れ
る
現
象
」
を
「
宗
教
的
原

理
主
義
」
と
「
エ
ス
ノ
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
」
と
並
行
励
起
的

に
論
じ
て
い
る
（
一
〇
一
頁
）
。
ま
た
、
そ
う
し
た
危
険
な
動
向
を
韓
国
の
済

州
島
「
四
・
三
事
件
」
と
重
厚
に
絡
め
て
論
じ
て
い
る
点
は
実
に
興
味
深
い
も

の
が
あ
り
、
著
者
の
民
衆
史
的
か
つ
世
界
史
的
な
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
の
一
端
を
垣
間

見
せ
て
い
る
（
一
〇
六
頁
）
。

Ⅵ
は
、
「
国
際
政
治
学
に
お
け
る
現
実
主
義
の
標
準
的
な
思
考
様
式
を
デ
リ

ダ
的
に
」
、
「
単
純
化
し
た
」
表
現
と
し
て
「
現
実
主
義
」
と
「
理
想
主
義
」
に

分
割
し
て
定
義
し
た
上
で
（
一
一
〇
頁
）
、「
日
本
的
な
現
実
主
義
」
（
一
一
二
頁
）

を
「
拗
れ
た
フ
ァ
ル
ス
回
復
運
動
」
と
し
て
強
く
批
判
し
て
い
る
（
一
二
五
頁
）
。

そ
し
て
「
不
可
視
の
〈
現
実
〉
を
見
つ
め
な
お
し
な
が
ら
理
想
の
力
を
取
り
戻

す
」
こ
と
が
訴
求
さ
れ
る
、
語
義
矛
盾
で
は
あ
る
が
、
極
め
て
現
実
主
義
的
な

理
想
主
義
が
高
ら
か
に
謳
わ
れ
る
（
一
二
八
頁
）
。
こ
れ
は
著
者
か
ら
の
、
今

日
の
日
本
の
市
民
社
会
と
、
国
家
へ
の
警
句
と
貴
重
な
提
言
と
し
て
受
け
取
ら

ね
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

Ⅶ
か
ら
は
、
第
Ⅱ
部
「
周
辺
化
さ
れ
た
現
実
」
か
ら
「
理
想
の
力
」
へ
と
題

さ
れ
て
、
第
Ⅰ
部
が
比
較
的
に
理
論
的
か
つ
広
域
論
的
な
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
に
基
づ

い
た
議
論
で
あ
っ
た
こ
と
に
対
し
て
、
具
体
的
な
運
動
実
践
を
素
材
に
し
た
議

論
が
展
開
さ
れ
る
。
「
安
全
保
障
」
を
「
平
和
に
つ
い
て
「
批
判
的
に
考
え
る
」
」

こ
と
が
志
向
さ
れ
（
一
三
七
頁
）
、「
ア
ジ
ア
に
お
け
る
根
強
い
国
家
中
心
主
義
」

が
批
判
の
的
と
な
る
（
一
四
三
頁
）
。
そ
の
上
で
、「
ジ
オ
ボ
デ
ィ
」
と
い
う
概
念
・

述
語
が
提
起
さ
れ
、
そ
の
「
陥
穽
」
の
持
つ
「
国
民
主
義
」
的
限
界
と
「
植
民

地
主
義
」
が
指
弾
さ
れ
る
（
一
四
八
〜
五
三
頁
）
。

Ⅷ
で
は
、
沖
縄
が
主
要
な
テ
ー
マ
と
な
り
、
川
満
信
一
と
知
念
ウ
シ
ら
の
文

学
・
詩
を
具
体
的
な
素
材
と
し
て
、
「
境
界
を
越
え
る
想
像
力
」
が
積
極
的
に

提
起
さ
れ
る
（
一
五
八
〜
六
七
頁
）
。
琉
球
孤
に
生
き
る
海
洋
民
の
実
践
を
「
〈
ヤ

マ
ト
／
ウ
チ
ナ
ン
チ
ュ
ー
〉
と
い
っ
た
固
定
さ
れ
た
枠
に
貫
か
れ
た
国
家
の
論

理
を
乗
り
越
え
た
こ
と
に
」
し
て
は
な
ら
な
い
と
警
句
す
る
（
一
七
二
〜
三
頁
）
。

こ
れ
は
、
近
年
、
伊
波
普
猷
・
伊
波
月
城
・
比
嘉
請
観
と
い
っ
た
沖ウ

チ

ナ

ー

縄
／
琉
球

コ
ス
モ
ポ
リ
タ
ニ
ズ
ム
の
文
学
的
系
譜
に
関
心
を
持
つ
評
者
に
と
っ
て
も
、
非

常
に
有
効
な
観
点
で
あ
る
。

Ⅸ
は
「
主
権
国
家
の
平
和
的
共
存
だ
け
で
は
な
く
、
人
間
一
人
一
人
が
互
い

に
ト
ラ
ン
ス
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
相
互
依
存
関
係
を
取
り
結
ぶ
中
で
平
等
な
自
由
を

実
現
で
き
る
よ
う
な
状
況
」
を
「
国
際
的
共
生
」
と
積
極
的
に
定
義
し
、イ
ヴ
ァ

ン
・
イ
リ
イ
チ
が
提
唱
し
た
「
コ
ン
ヴ
ィ
ヴ
ィ
ア
リ
テ
ィ
」
を
賞
揚
し
つ
つ
、

そ
れ
と
の
対
極
に
あ
る
「
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ア
パ
ル
ト
ヘ
イ
ト
」
体
制
に
な
り
つ

つ
あ
る
現
代
社
会
を
糾
弾
し
て
や
ま
な
い
（
一
八
〇
〜
一
頁
）
。
更
に
は
、
「
ラ

イ
ン
の
〈
此
方
／
彼
方
〉
」
と
し
て
「
自
由
と
奴
隷
」
、
「
文
明
と
野
蛮
」
の
交

差
を
描
き
、
そ
の
陥
穽
に
つ
い
て
厳
し
く
指
摘
す
る
（
一
八
四
〜
七
頁
）
。
ま
た
、

フ
ラ
ン
ツ
・
フ
ァ
ノ
ン
や
ガ
ヤ
ト
リ
・
Ｃ
・
ス
ピ
ヴ
ァ
ク
ら
の
思
想
に
も
触
れ
、

「
人
権
ギ
ャ
ッ
プ
縮
減
の
政
治
」
を
志
向
し
た
も
の
と
し
て
評
価
す
る
（
一
八
八

〜
九
一
頁
）
。
い
わ
ゆ
る
「
第
三
世
界
」
批
評
の
可
能
性
に
つ
い
て
は
、
不
勉

強
な
評
者
は
こ
こ
か
ら
学
ぶ
事
が
多
か
っ
た
し
、
こ
れ
を
入
り
口
に
、
ホ
ミ
・

Ｋ
・
バ
ー
バ
の
『
ナ
ラ
テ
ィ
ヴ
の
権
利:

戸
惑
い
の
生
へ
向
け
て
』（
磯
前
順
一
、
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ダ
ニ
エ
ル
・
ガ
リ
モ
ア
訳
、
み
す
ず
書
房
、
二
〇
〇
九
年
）
を
改
め
て
熟
読
し
た
い

と
考
え
た
。

Ⅹ
で
は
、
「
国
連
安
保
理
決
議
一
三
二
五
を
め
ぐ
る
問
題
」
に
焦
点
が
当
て

ら
れ
、
国
際
関
係
論
・
政
治
社
会
学
を
専
門
と
す
る
筆
者
の
本
領
が
発
揮
さ
れ

る
。
そ
れ
は
、
日
本
に
お
け
る
「
戦
後
」
を
国
際
関
係
に
お
け
る
「
戦
中
」
と

し
て
捕
捉
す
る
も
の
で
あ
り
、
「
戦
後
日
本
を
含
む
「
平

グ
リ
ー
ン
・
ゾ
ー
ン

和
圏
」
は
世
界
各
地

で
行
わ
れ
た
戦
争
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
た
」
と
い
う
事
実
を
精
確
に
指
摘

す
る
も
の
で
あ
る
（
一
九
八
頁
）
。
そ
う
し
た
文

コ
ン
テ
ク
ス
ト

脈
に
於
い
て
先
述
し
た
「
安

保
理
決
議
一
三
二
五
」
が
考
察
の
対
象
と
な
り
、
ヴ
ァ
ル
タ
ー
・
ベ
ン
ヤ
ミ
ン

の
「
法
措
定
的
暴
力
」
の
暴
力
論
を
参
照
し
つ
つ
、
「
始
原
と
し
て
の
恐
怖
の

政
治
の
暴
力
」
が
カ
ー
ル
・
シ
ュ
ミ
ッ
ト
的
な
意
味
で
の
「
政
治
的
な
も
の
」

と
連
関
し
て
論
じ
ら
れ
、
「
セ
キ
ュ
リ
タ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
と
集
団
的
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ
」
の
問
題
を
帰
結
す
る
構
成
に
な
っ
て
い
る
（
二
一
一
〜
七
頁
）
。
そ

こ
で
、
さ
ら
に
ジ
ュ
デ
ィ
ス
・
バ
ト
ラ
ー
の
「
憎
悪
表
現
」
に
つ
い
て
の
議
論

を
援
用
し
て
、
「
「
平

グ
リ
ー
ン
・
ゾ
ー
ン

和
圏
」
の
外
に
排
除
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
人
々
の
声
を

反
映
し
て
い
く
よ
う
な
運
動
の
持
続
的
モ
メ
ン
ト
」
の
必
要
性
が
訴
求
さ
れ

（
二
二
三
頁
）
、
こ
れ
に
つ
い
て
も
評
者
は
、
全
面
的
に
賛
同
し
た
い
。

Ⅺ
は
、
「
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ジ
ャ
ス
テ
ィ
ス
論
」
に
照
準
を
定
め
て
、
マ
イ
ケ

ル
・
ウ
ォ
ル
ツ
ァ
ー
の
コ
ス
モ
ポ
リ
タ
ニ
ズ
ム
論
と
ユ
ス
テ
ィ
ア
ニ
ス
の
正
義

論
を
引
用
し
な
が
ら
、「
非
理
想
的
理
論
（
正
戦
論
）
を
脱
・
再
構
築
す
る
道
筋
」

が
模
索
さ
れ
る
（
二
二
六
〜
九
頁
）
。
そ
の
た
め
に
ジ
ー
ン
・
ベ
ス
キ
ー
・
エ
ル

シ
ュ
テ
イ
ン
の
正
戦
論
を
「
“
主
体
化
の
暴
力
”
」
と
し
て
批
判
的
に
再
検
討
し

（
二
二
九
頁
）
、
「
脆
さ
の
否
定
か
ら
脆
さ
へ
の
配
慮
」
が
志
向
さ
れ
る
（
二
三
四

〜
五
頁
）
。
こ
う
し
た
観
点
は
、
評
者
自
身
が
コ
ス
モ
ポ
リ
タ
ニ
ズ
ム
に
問
題

関
心
を
持
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
い
っ
て
も
、
率
直
に
い
っ
て
驚
嘆
す
べ
き
も
の

が
あ
っ
た
と
い
っ
て
良
い
。

Ⅻ
で
は
、「
ゾ
ミ
ア
」
と
い
う
概
念
・
述
語
が
提
起
さ
れ
、
現
在
に
お
け
る
「
制

度
的
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
機
能
不
全
」
が
強
く
指
摘
さ
れ
る
。
そ
れ
は
「
代
表
制

の
問
題
」
（
二
五
二
頁
）
や
「
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
」
そ
の
も
の
の
問
題
に
分
割
さ

れ
つ
つ
（
二
五
七
頁
）
、
古
代
ギ
リ
シ
ア
哲
学
に
お
け
る
イ
ソ
ノ
ミ
ア
が
召
喚

さ
れ
る
（
二
六
〇
頁
）
。
古
代
ギ
リ
シ
ア
哲
学
、
と
り
わ
け
イ
ソ
ノ
ミ
ア
に
つ

い
て
は
、
柄
谷
行
人
が
近
年
論
じ
て
い
る
が★

、
5

本
書
の
白
眉
は
「
方
法
と
し
て

の
ゾ
ミ
ア
」
と
し
て
「
「
平
等
な
自
由
」
を
希
求
す
る
「
野
生
の
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
」

は
、
終
着
地
点
と
い
う
テ
ロ
ス
が
な
い
永
久
革
命
の
よ
う
な
も
の
で
あ
り
」
、「
あ

る
種
の
「
方
法
」
と
し
か
言
い
よ
う
が
な
い
」
と
し
な
が
ら
も
（
二
六
四
頁
）
、

そ
れ
を
「
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
深
化
を
遂
行
し
て
い
く
役
割
を
果
た
す
」
、
「
新
し

い
ア
ナ
キ
ズ
ム
ま
た
は
ポ
ス
ト
・
ア
ナ
キ
ズ
ム
」
（
二
六
六
頁
）
と
し
て
積
極

的
に
評
価
す
る
部
分
に
あ
る
こ
と
に
間
違
い
な
い
。

最
後
の
、
あ
と
が
き
に
か
え
て
で
は
、
過
剰
な
安
全
保
障
国
家
化
は
「
デ
モ

ク
ラ
シ
ー
を
空
洞
化
し
な
が
ら
、
我
々
の
人
権
そ
の
も
の
を
蹂
躙
す
る
方
向
に

動
い
て
い
る
」
と
し
て
、
警
鐘
を
鳴
ら
し
て
い
る
（
二
七
二
頁
）
。
こ
れ
は
、
近
年
、

ア
マ
ル
テ
ィ
ア
・
セ
ン
ら
に
よ
っ
て
提
起
さ
れ
て
い
る
「
人
間
の
安
全
保
障
」

概
念★

へ6

と
接
続
可
能
な
議
論
で
あ
り
、
非
常
に
有
効
な
観
点
で
あ
る
と
い
え
る

だ
ろ
う
。
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結
語—

あ
る
い
は
、
今
後
の
（
わ
れ
わ
れ
の
）
課
題
に
つ
い
て

さ
て
、
書
評
論
文
と
し
て
評
者
に
与
え
ら
れ
た
紙
幅
も
い
よ
い
よ
尽
き
果
て

よ
う
と
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、
本
書
に
対
す
る
若
干
の
稚
拙
な
私
見
を
述
べ
て
、

結
語
と
し
た
い
。

本
書
が
し
ば
し
ば
言
及
す
る
哲
学
者
と
し
て
ジ
ャ
ッ
ク
・
デ
リ
ダ
の
固
有
名

が
挙
げ
ら
れ
る
が
、
果
た
し
て
著
者
は
デ
リ
ダ
哲
学
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い

る
の
だ
ろ
う
か
。
著
名
な
「

脱
デ
ィ
コ
ン
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

構

築

」
理
論
は
、
ポ
ー
ル
・
ド
・
マ
ン
や

ガ
ヤ
ト
リ
・
Ｃ
・
ス
ピ
ヴ
ァ
ク
な
ど
の
フ
ォ
ロ
ワ
ー
を
産
出
し
、
二
〇
世
紀
文

芸
批
評
の
主
流
を
な
し
た
と
い
っ
て
良
い
。
そ
の
眼
目
は
次
の
通
り
だ
。
言
語

に
外
部
は
な
く
、
言
語
は
あ
く
ま
で
事
物
の

表

リ
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

象

で
あ
る
に
過
ぎ
な
い
。

よ
っ
て
、
対
話
の
基
本
は
「
誤
解
」
に
あ
る
と
さ
れ
、
デ
リ
ダ
は
断
定
的
な

「
で
あ
る
」
に
「
で
あ
る
」
と
抹
消
線
を
付
加
す
る
こ
と
で
実

パ
フ
ォ
ー
マ
テ
ィ
ヴ

践
的
な
理
論
を

提
示
す
る
。
こ
れ
は
、
音
声
中
心
主
義
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
的

な
理ロ

ゴ

サ

ン

ト

リ

ス

ム

性
中
心
主
義
と
自エ

ス

ノ

サ

ン

ト

リ

ス

ム

民
族
中
心
主
義
を
厳
し
く
指
弾
す
る
重
要
な
指
摘
で
は

あ
っ
た
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
他
方
に
お
い
て
は
、
未

ア
ル
カ
イ
ッ
ク

開
な
民
族
共
同
体
に
と
っ

て
は
、
無
文
字
社
会
が
基
本
型
で
あ
る
と
こ
ろ
は
少
な
く
な
く
、
デ
リ
ダ
哲
学

は
、
そ
う
し
た
民
族
共
同
体
に
と
っ
て
の
言
語
状
況
を
無
視
し
た
理
論
で
あ
る

と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
う
し
た
観
点
か
ら
す
れ
ば
、
デ
リ
ダ
理
論
は
、
結

果
的
に
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
心
主
義
的
な
自エ

ス

ノ

サ

ン

ト

リ

ス

ム

民
族
中
心
主
義
を
再
生
産
し
た
理

論
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
東
洋
的
な
表
意
文
字
も
デ
リ
ダ
哲
学
の
射
程
距
離

外
に
位
置
し
て
い
る
こ
と
は
明
白
だ
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
突
き
詰
め
て

い
え
ば
、
次
の
よ
う
な
こ
と
を
容
認
す
る
。
す
な
わ
ち
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
心
主

義
的
な
文
明
覇ヘ
ゲ
モ
ニ
ー

権
と
、
デ
リ
ダ
理
論
の
思
想
＝
実
践
と
で
の
挟
撃
に
よ
っ
て

未ア
ル
カ
イ
ッ
ク

開
な
民
族
共
同
体
の
音
声
言
語
実
践
を
破
壊
す
る
、
極
め
て
危
険
な
も
の

で
あ
る
こ
と
を
。
フ
ェ
ル
デ
ィ
ナ
ン
ト
・
ド
・
ソ
シ
ュ
ー
ル
の
言
語
学
に
な
ぞ

ら
え
て
い
え
ば
、
言

ラ
ン
ガ
ー
ジ
ュ
語-

言ラ

ン

グ葉-

話パ

ロ

ー

ル

言
葉
の
系
譜
か
ら
、
デ
リ
ダ
哲
学
は
非

常
に
ナ
イ
ー
ヴ
な
立
ち
位
置
を
占
め
る
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。
更

に
蛮
勇
を
奮
っ
て
、
端
的
に
い
え
ば
、
デ
リ
ダ
哲
学
の
核
心
部
分
は
、
そ
れ
自

体
が
同ト

ー

ト

ロ

ジ

ー

語
反
復
論
的
で
も
あ
る
。
そ
う
し
た
性
格
を
持
つ
デ
リ
ダ
哲
学
を
無
批

判
に
引
用
す
る
こ
と
は
、
著
者
自
身
を
損
な
う
危
険
性
を
孕
ん
で
い
る
と
い
わ

ざ
る
を
得
な
い
。

逆
に
い
え
ば
、
そ
う
し
た
デ
ン
ジ
ャ
ラ
ス
な
点
に
こ
そ
、
デ
リ
ダ
哲
学
の
可

能
性
が
あ
る
と
い
う
こ
と
も
出
来
る
か
も
し
れ
な
い
の
だ
が
、
む
し
ろ
、
ミ
シ
ェ

ル
・
フ
ー
コ
ー
の
言

デ
ィ
ス
ク
ー
ル

説
、
生

ビ
オ
・
ポ
リ
テ
ィ
ク
ス

-

政
治
／
生ビ

オ
・
ポ
ヴ
ァ
ー
ル

-

権
力
論
や
、
ド
ゥ
ル
ー
ズ
の
構
造

主
義
論★

、7

あ
る
い
は
ジ
ル
・
ド
ゥ
ル
ー
ズ
＝
フ
ェ
リ
ッ
ク
ス
・
ガ
タ
リ
の
「
戦

争
機
械
」
や
「
捕
獲
装
置
」
概
念★

と8

い
っ
た
実
践
性
の
極
め
て
高
い
も
の
か
ら
、

著
者
独
自
の
政
治
・
社
会
理
論
を
構
築
す
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
、
と
評
者

は
提
起
し
た
い
。
も
っ
と
も
日
本
の
学
術
界
で
は
、
特
に
、
ド
ゥ
ル
ー
ズ
＝
ガ

タ
リ
哲
学
は
実
践
哲
学
と
し
て
見
做
さ
れ
て
い
な
い
観
は
否
め
な
い
が
、
逆
説

的
に
い
え
ば
、
そ
こ
に
こ
そ
論
理
的
な
勝
機
が
あ
る
と
も
い
え
よ
う
。

さ
て
、
評
者
の
力
能
的
貧
弱
を
顧
み
ず
、
本
書
に
対
し
て
、
あ
る
意
味
で
は

暴
力
的
に
論
及
し
て
き
た
が
、
そ
れ
は
評
者
の
責
任
に
他
な
ら
な
い
。
そ
の
点

は
ご
海
容
を
願
う
と
同
時
に
、
本
書
の
価
値
を
損
な
う
も
の
で
は
な
い
事
を
明

言
し
て
お
き
た
い
。
本
書
は
理
論
的
に
も
実
践
的
に
も
極
め
て
高
い
レ
ヴ
ェ
ル
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Review

で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
耳
慣
れ
な
い
概
念
や
述
語
も
一
読
し
て
す
ぐ
理
解
で
き

る
だ
け
の
構
成
力
を
持
っ
て
い
る
。
ア
ン
ト
ニ
オ
・
ネ
グ
リ
と
マ
イ
ケ
ル
・
ハ
ー

ト
の
『
マ
ル
チ
チ
ュ
ー
ド　

〈
帝
国
〉
時
代
の
戦
争
と
民
主
主
義★

』9

は
、
あ
る

種
の
マ
ル
ク
ス
主
義
的
な
経
済
決
定
論
で
あ
り
、
世
界
的
な
共コ

モ
ン
ズ有
文
化
的
側
面

か
ら
新
た
な
群

マ
ル
チ
チ
ュ
ー
ド

衆
に
よ
る
革
命
を
予
見
し
よ
う
と
し
た
も
の
だ
っ
た
が
、
本

書
は
、
そ
う
で
は
な
く
、
極
め
て
理
論
的
か
つ
実
践
的
で
あ
り
な
が
ら
も
、
徹

底
的
に
リ
ア
リ
ズ
ム
を
見
据
え
て
い
る
。
そ
こ
に
こ
そ
、
本
書
の
真
の
価
値
は

所
在
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

欧
米
学
術
書
・
論
文
な
ど
も
、
参
考
文
献
と
し
て
多
数
挙
げ
て
お
り
、
こ
の

分
野
に
つ
い
て
関
心
を
も
っ
た
読
者
に
と
っ
て
、
よ
い
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
に
な
る

と
い
う
性
格
を
も
持
ち
合
わ
せ
て
い
る
。
本
書
評
論
文
を
ご
味
読
い
た
だ
い
た

親
愛
な
る
読
者
諸
氏
に
は
、
是
非
お
手
に
と
っ
て
熟
読
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

考
え
る
次
第
で
あ
る
。

★
1 

『
洛
北
史
学
』
第
九
号
、
二
〇
〇
七
年
。

★
2 

代
表
作
に
「
近
現
代
中
国
の
国
家
・
社
会
関
係
と
民
意—

毛
沢
東
期
を
中

心
に—

」
渡
辺
信
一
郎
・
西
村
成
雄
編
『
中
国
の
国
家
体
制
を
ど
う
み
る

か—

伝
統
と
近
代—

』
汲
古
書
院
、
二
〇
一
六
年
が
あ
る
。

★
3 

代
表
作
に
『
現
代
中
国
の
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
思
潮
［
一
九
二
〇
年
代
か
ら

二
〇
一
五
年
ま
で
］
』
藤
原
書
店
、
二
〇
一
五
年
、
『
中
国
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
の

政
治
空
間
（
ア
ジ
ア
遊
学　

一
九
三
）
』
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
五
年
が
あ
る
。

★
4 

代
表
作
に
『
日
本
と
中
国
、
「
脱
近
代
」
の
誘
惑:

ア
ジ
ア
的
な
も
の
を
再

考
す
る
』
太
田
出
版
、
二
〇
一
五
年
が
あ
る
。

★
5 

『
哲
学
の
起
源
』
、
岩
波
書
店
、
二
〇
一
二
年
。

★
6 

こ
の
概
念
に
つ
い
て
は
、
近
年
研
究
が
膨
大
に
蓄
積
し
つ
つ
あ
り
、
問
題
含

み
の
作
品
も
少
な
か
ら
ず
散
見
さ
れ
る
。
そ
こ
で
、
代
表
作
と
し
て
、
ア

マ
ル
テ
ィ
ア
・
セ
ン
、
東
郷
え
り
か
訳
『
人
間
の
安
全
保
障
』
集
英
社
、

二
〇
〇
六
年
を
挙
げ
て
お
く
。

★
7 

小
泉
義
之
訳
「
何
を
構
造
主
義
と
し
て
認
め
る
か
」
、
稲
村
真
実
・
小
泉
義
之
・

笹
田
恭
史
・
杉
村
昌
昭
・
鈴
木
創
士
・
立
川
健
二
・
松
葉
祥
一
・
三
脇
康
生
訳
、

監
修
『
無
人
島 

１
９
６
９
―
１
９
７
４
』
河
出
書
房
新
社
、
二
〇
〇
三
年
。

★
8 

「
一
二
二
七
年—

遊
牧
論
あ
る
い
は
戦
争
機
械
」
と
「
Ｂ
Ｃ
七
〇
〇
〇
年—

捕
獲
装
置
」
、
い
ず
れ
も
宇
野
邦
一
＋
小
沢
秋
広
＋
田
中
敏
彦
＋
豊
崎
光
一

＋
宮
林
寛
＋
守
中
高
明
訳
『
千
の
プ
ラ
ト
ー 

下 

資
本
主
義
と
分
裂
症
』
河

出
書
房
新
社
、
二
〇
一
〇
年
。

★
9 

上
下
巻
と
も
幾
島
幸
子
訳
、
水
島
一
憲
・
市
田
良
彦
監
修
、
日
本
放
送
出
版

協
会
、
二
〇
〇
五
年
。

　

お
の
で
ら
・
ま
さ
と
（
京
都
府
立
大
学
学
術
研
究
員
）
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